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書き損じの未使用はがきの
ご寄付をお願いしています。
ご協力お願いします。

（TEL・FAX 453‒8700）

“書き損じのはがき”
ありませんか？

　

能
登
半
島
地
方
は
地
震
・
大
雨
の

二
重
被
災
と
な
り
、復
興
も
進
ま
ず

家
族
離
散
・
避
難
所
で
の
新
し
い
年

を
迎
え
て
い
る
事
を
思
う
と
、何
事

も
な
く
家
族
揃
っ
て
新
し
い
年
を

迎
え
ら
れ
た
事
に
感
謝
で
す
。

　

時
と
共
に
自
然
環
境
・
社
会
環
境

が
変
化
す
る
事
を
認
識
す
る
必
要

を
感
じ
ま
す
。特
に
社
会
の
変
化
は

百
歳
以
上
の
高
齢
者
10
万
人
弱
、新

生
児
誕
生
が
80
万
人
割
れ
と「
少
子

高
齢
化
」が
進
み
、将
来
に
向
け
て

大
き
な
課
題
で
す
。

　
『
自
立
力
』『
地
域
力
』を
高
め
る

こ
と
を
我
々
の
地
域
福
祉
事
業
を

通
じ
て
、地
域
の
皆
様
と
考
え
て
実

行
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
ご
理
解
・
ご
支
援
を
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会 

谷
津
支
部

　

支
部
長　

赤
城　

裕

『
自
立
力
』
『
地
域
力
』
を
高
め
る

食
事
サ
ー
ビ
ス
30
年
…

明
る
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を

明
る
く
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を

　

谷
津
支
部
で
は
、80
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
で
見
守
り
が
必
要
な
方
に
、年

８
回
食
事
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

70
食
程
の
お
弁
当
は
、地
域
の
二
つ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
季
節
の

食
材
を
取
り
入
れ
、彩
り
・
栄
養
バ
ラ
ン

ス
な
ど
を
考
え
な
が
ら
献
立
を
つ
く
り

前
日
か
ら
準
備
し
、当
日
は
朝
早
く
か

ら
調
理
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

お
弁
当
に
は
、地
域
の
幼
稚
園
・
保
育

所
・
こ
ど
も
園
の
協
力
を
得
て
、園
児
た

ち
の
可
愛
い
作
品
や
小
学
校
の
児
童
か

ら
の
お
手
紙
を
添
え
て
、各
担
当
の
民

生
委
員
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
温
か
い

う
ち
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

食
事
サ
ー
ビ
ス
は
、地
域
の
皆
さ
ん

の
お
力
で
成
り
立
ち
30
年
を
超
え
る
事

業
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
福
祉
の
一
環
と
し

て
、ま
す
ま
す
皆
様
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ

る
よ
う
続
け
て
い
け
れ
ば
、私
た
ち
も

と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

食
事
サ
ー
ビ
ス
事
業
部　
　
　

　

部
長　

白
石　

美
砂
子

地域の歴史・散策
谷
津
の
鎮
守
の
神
様

　

J
R
津
田
沼
駅
を
背
に
南
へ
、
谷
津

小
学
校
正
門
側
の
交
差
点
を
左
に
曲
が

り
、
緩
や
か
な
坂
を
下
っ
て
行
く
と
丹

生
神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

丹
生
神
社
の
御
祭
神
は
丹
生
都
比
売

神
（
女
神
）
で
、
和
歌
山
県
伊
都
郡
か

つ
ら
ぎ
町
に
鎮
座
し
て
い
ま
す
。

　

丹
生
都
比
売
神
社
は
一
の
宮
か
ら
四

の
宮
ま
で
あ
り
、
江
戸
時
代
、
山
伏
の

よ
う
な
か
た
が
一
の
宮
の
御
祭
神
の
分

霊
の
御
神
体
を
持
っ
て
村
々
を
歩
き
、

１
６
５
４
年
（
承
応
４
年
）
に
谷
津
の

地
に
ま
つ
ら
れ
ま
し
た
。

　

御
神
徳
は
諸
々
の
災
い
を
祓
い
除
き
、

谷
津
の
守
り
神
と
し
て
、
今
日
に
至
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
江
戸
時
代
の
末
よ
り

伊
邪
那
美
尊
が
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
殿
は
１
８
１
２
年
（
文
化
８
年
）

の
建
設
で
２
０
０
年
を
経
て
お
り
、
た

く
さ
ん
の
木
の
彫
刻
が
施
さ
れ
て
い
て

当
時
の
宮
大
工
の
技
術
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
す
。

編集後記

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

令
和
6
年
度
社
会
福
祉
功
労
者
表
彰
式
に
お
い

て
、
長
年
に
わ
た
り
谷
津
支
部
の
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
３
名
の
方
々
が
、
習
志
野
市
社

会
福
祉
協
議
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
の
部 

松
田
み
よ
の　

 

様

水
澤　

豊
子　

 

様

田
中
み
ち
子　

 

様

※
谷
津
・
奏
の
杜
地
区
の
ホ
ッ

ト
な
ニ
ュ
ー
ス
や
歴
史
な
ど

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

T
E
L
・
F
A
X

　
　
　

4
5
3
―
8
7
0
0

・古くなったり、
  汚れてしまったはがき
・多く刷り、余ってしまったはがき　など

謹
賀
新
年

収集ボックス ・谷津公民館内に
　収集ボックスを
　設けております。

実【巳】のり多い一年でありますように・・・ 　「伝わる」を大切に、いろい
ろと工夫や検討を重ね、力を合
わせて作り上げました。
　取材を通じて地域で活動され
る皆さんの頑張っている姿に触
れ、勉強になり活力もいただけ
ました。　
　ご協力をいただいた皆様あり
がとうございました。

S.K

至
船
取
線

至14号線

至船橋 至幕張

至津田沼

至谷津

JR津田沼駅

京
成
線

階
段
口

丹
生
神
社

谷
津

小
学
校

丹
生

神
社

コ
ン
ビ
ニ

に

うい
ざ
な
み
の
み
こ
と

に
う
つ
ひ
め
の

か
み
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谷
津
支
部
地
域
サ
ロ
ン
の
活
動

　
『
ア
ン
ダ
ン
テ
奏
の
杜
』
で
は
、
９
月
９
日

谷
津
在
住
の
防
災
士
林
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

日
常
の
暮
ら
し
を
重
点
に
防
災
対
策
に
つ
い
て

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
０
１
１
年
３
月
「
東
日
本
大
震
災
」
２
０

２
４
年
１
月
「
能
登
半
島
地
震
」
同
年
８
月
に

宮
崎
県
で
震
度
６
弱
の
地
震
で
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
注
意
報
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
生
活
に
身
近
な
対
策
が
大
切
と
の
思
い
か

ら
、
こ
の
度
の
開
催
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
か
ら
冒
頭
に
「
地
震
で
は
死
な
な
い
！

自
助
・
・
・
生
き
る
こ
と
を
第
一
に
、
ま
た
会

え
る
約
束
を
し
ま
し
ょ
う
」
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
対
策
、
土
嚢
の
効
果
的
な

作
り
方
、
消
火
器
の
使
い
方
、
煙
か
ら
の
逃
げ

方
、
家
具
の
転
倒
防
止
や
寝
室
・
部
屋
・
ト
イ

レ
で
の
安
全
対
策
、
非
常
時
に
備
え
て
お
く
物

（
水
・
食
糧
等
３
日
分
）、
台
風
と
地
震
が
同
時

に
起
き
た
場
合
の
対
応
、
避
難
時
の
心
構
え
等

生
活
に
密
着
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
富
士
山
の
噴
火
に
つ
な

が
り
、
被
害
が
広
範
囲
で
大
き
な
も
の
に
な
る

予
測
に
つ
い
て
話
が
及
び
、
約
20
名
の
参
加
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
地
域
サ
ロ

ン
の
西
山
代
表
は
「
生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
を

視
点
に
し
た
防
災
講
演
で
参
加
者
は
、
分
か
り

や
す
く
大
変
参
考
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
、
有
意
義
な
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
は
好
天
で
絶
好
の
祭
り
日
和
。

　

音
頭
輪
踊
り
へ
の
参
加
は
、
９
団
体
３
４
９

人
で
、
多
く
の
観
衆
が
見
守
る
中
、
谷
津
連
合

町
会
23
名
の
メ
ン

バ
ー
は
、
お
馴
染

み
の
青
の
法
被
で

練
習
の
成
果
を
発

揮
？
会
場
を
盛
り

上
げ
、
存
在
感
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し

た
。

　
『
に
こ
に
こ
ロ
ー
ズ
カ
フ
ェ
』
で
は
、
年
４
回
、

季
節
に
合
わ
せ
た
工
作
や
ゲ
ー
ム
、
時
に
は
ゲ
ス
ト

を
お
迎
え
し
て
の「
ば
か
面
お
ど
り
」や「
コ
ン
サ
ー

ト
」
等
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
一
番
は
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
の
お

し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム

で
し
ょ
う
か
・
・
・

時
間
の
経
つ
の
も

忘
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ス
タ
ッ
フ
も

皆
さ
ん
の
『
笑
顔
』

に
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

習
志
野
き
ら
っ
と　

音
頭
輪
踊
り
で
躍
動

み
ん
な
で
楽
し
ん
で
い
ま
す

　

昭
和
50
年
の
開
校
時
、
谷
津
小
学

校
の
北
校
舎
を
使
用
し
、
児
童
数
は

１
年
生
か
ら
４
年
生
４
９
３
名
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昭
和
51
年
４
月

に
現
在
の
校
舎
に
移
り
昭
和
60
年
に

最
大
の
９
２
７
名
、
平
成
18
年
に
は

最
小
の
１
８
２
名
を
経
て
、
現
在
で

は
３
２
６
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
巣

立
っ
た
「
こ
ぶ
し
っ
子
」
は
３
０
０
０

名
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
「
子

ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に
」
開
か

れ
た
学
校
づ
く
り
に
向
け
て
歩
み
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

周
年
事
業
に
は
、
創
立
50
周
年
式

典
や
記
念
誌
の
発
行
が
あ
り
ま
す
が
、

11
月
2
日
に
は
特
別
に
企
画
さ
れ
た

「
創
立
50
周
年
記
念
ま
つ
り
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
地
域
の
発

展
や
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

の
考
え
か
ら
、
地
域
の
方
々
を
中
心

に
ス
ポ
ー
ツ
体
験
・
駄
菓
子
や
農
産

物
等
の
直
売
・
射
的
・
ス
ー
パ
ー
ボ
ー

ル
す
く
い
等
の
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

校
舎
前
道
路
に
は
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も

軒
を
並
べ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
舞

台
で
は
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
が
あ
り
、

児
童
が
参
加
す
る
場
面
も
見
ら
れ
会

場
は
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
「
学
校
か
く

れ
ん
ぼ
・
・
・
先
生
を
探
せ
」
で
す
。

児
童
は
、
制
限
時
間
20
分
ぎ
り
ぎ
り

で
隠
さ
れ
た
15
名
の
先
生
を
見
つ
け

る
事
が
で
き
、
大
き
な
歓
声
に
包
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
・
先
生
・
保
護
者
は
も
と
よ

り
地
域
の
方
々
も
参
加
し
て
、
会
場

は
大
変
な
賑
わ
い
で
記
念
事
業
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

奥
秋　
裕
司　
校
長

向
山
小
学
校
の
印
象
に
つ
い
て

　

子
ど
も
達
が
温
か
い
。
特
に
縦
の
繋
が
り
が
強
く
、
こ
れ
が
伝
統
だ
と

思
い
ま
す
。

50
周
年
を
迎
え
て
の
感
想
は

　

子
ど
も
た
ち
に
大
切
に
し
て
欲
し
い
こ
と
は
、
過
去
か
ら
の
繋
が
り
で

今
が
あ
る
の
で
、
簡
単
な
歴
史
を
知
り
、
こ
れ
ま
で
に
積
み
上
げ
て
来
た

地
域
の
方
々
に
感
謝
す
る
こ
と
で
す
。
自
分
た
ち
が
学
校
を
つ
く
っ
て
行

く
気
概
を
高
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て

　

今
ま
で
の
伝
統
で
あ
る
「
縦
の
繋
が
り
」
を
大
切
に
し
、
学
校
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
『
踏
み
出
せ
未
来
へ　

こ
ぶ
し
っ
子
』
が
あ
り
、
子
ど
も
達
に

新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
勇
気
を
持
っ
て
踏
み
出
し
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

三
代
川　
誠
一　
50
周
年
事
業
実
行
委
員
長【
昭
和
57
年
卒
業
】

50
周
年
を
迎
え
て
の
感
想
は

　

全
校
で
児
童
１
８
０
名
の
頃
学
校
が
な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
話
も
聞

い
た
が
、
50
年
の
長
い
歴
史
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
是
非
歴

史
を
繋
げ
て
い
っ
て
欲
し
い
で
す
。

現
在
の
児
童
に
送
る
言
葉
は
あ
り
ま
す
か

　

本
当
に
人
を
思
い
や
る
子
ど
も
た
ち
な
の
で
、
そ
の
ま
ま
育
っ
て
行
っ

て
欲
し
い
で
す
。

【
昭
和
58
年
卒
業
】・【
平
成
８
年
卒
業
】

小
学
校
生
活
で
一
番
の
思
い
で
は

・
校
庭
に
咲
く
白
い
コ
ブ
シ
の
花
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

コ
ブ
シ
の
花
が
出
て
く
る
校
歌
も
好
き
で
、
今
で
も
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
。

・
自
然
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
で
よ
く
遊
ん
で
い
た
。
ま
た
、
生
徒
数
が
少

な
く
学
年
を
越
え
て
仲
良
く
で
き
、
先
生
と
も
深
い
つ
な
が
り
が
持
て

ま
し
た
。

『
ま
た
会
え
る
』を
目
標
に
・・・

コ
ブ
シ
の
花
を
シ
ン
ボ
ル
に
創
立
か
ら
半
世
紀

向
山
小
学
校 

50
周
年

撮影：ユニオン・エンタープライズ株式会社

『
伝
統
は
温
か
い
つ
な
が
り
』に
あ
っ
た
!

ふくっぴー


